
国土強靭化における民間投資促進とCSV

国土強靭化と今後の展望

参加無料 先着300名様
イイノホール＆カンファレンスセンター RoomA 
〒100-0011 東京都千代田区内幸町２丁目１-１
地下鉄「霞ケ関」駅 徒歩1分 地下鉄「虎ノ門」駅 徒歩3分
地下鉄「桜田門」駅 徒歩10分 JR・ゆりかもめ 「新橋」駅 徒歩10分
地下鉄「内幸町」駅 徒歩3分

会 場

〒150-0001東京都渋谷区神宮前6-19-17ペリエ神宮前5階
一般社団法人 レジリエンスジャパン推進協議会　　　一般社団法人 CSV開発機構 /産経新聞社

TEL:03-5778-3225  FAX:03-5456-4332
主催

お問い合わせ

共催

三浦 惺（一般社団法人 レジリエンスジャパン推進協議会 会長／日本電信電話株式会社 取締役会長） 

佐藤 忠晴氏（内閣官房国土強靭化推進室 参事官） 

国土強靭化による民間投資施策の動向
国土交通省/経済産業省/総務省
（上記の各省の方 に々プレゼンテーションしていただく予定です。）

中島 正愛氏（内閣府政策参与/戦略的イノベーション創造プログラム[SIP]
「レジリエントな防災・減災機能の強化」プログラムディレクター
 /京都大学防災研究所教授）

赤池 学氏（一般社団法人CSV開発機構 理事長）/青木 宏之氏（一般社団法人ＪＢＮ[全国工務店協会]会長）/

佐藤 忠晴氏（内閣官房国土強靭化推進室 参事官）/島田 晴雄氏（千葉商科大学学長）/

中島 正愛氏（内閣府政策参与/戦略的イノベーション創造プログラム[SIP]「レジリエントな防災・減災機能の強化」プログラ

ムディレクター/京都大学防災研究所教授）/林田 昌也氏（キリン株式会社 執行役員 CSV推進部長）/

水口 剛氏（NPO法人社会的責任投資フォーラム代表理事/高崎経済大学教授）

国土強靭化による
民間投資促進はどうあるべきか

国土強靭化シンポジウム2014 10月22日■水
2014年

17：00～19：30

<パネリスト>

<モデレーター> 金谷 年展（一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会 事務局長/東京工業大学ソリューション研究機構特任教授）
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西村 康稔氏 （内閣府副大臣<防災、経済再生、PFI>） 
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昨年12月、国土強靭化基本法が国会で成立し、安倍総理を本部長として、全閣

僚を本部員とする国土強靭化推進本部が立ち上がりました。そして、本年6月に

は「国土強靭化基本計画」「国土強靭化アクションプラン2014」「地域強靭化計画

ガイドライン」と国の計画が出揃い、地方自治体でも地域強靭化計画の策定の

段階に入っています。こうした状況の中で、いよいよ民間の国土強靭化への取り

組みが今後の重要な課題となっています。とりわけ、公共投資のみならず民間

投資の重要性が、目下、政府でも大きな課題となっています。

今回、国土強靭化と、特に民間投資のあり方に焦点を絞って議論をしていく目的

でシンポジウムを開催する運びとなりました。民間投資促進の上で鍵を握るの

はCSV（Creating Shared Value; 共通価値の創造）という考え方です。社会的課

題とビジネス上の課題の両方に対応するところで生み出され、企業の成功と

社会の発展を結び付けるものです。災害に強い地域・国づくりは企業にとっても

ビジネスに繋がる、そういったCSVの視点も入れながら議論していきたいと思

います。これは、地方の雇用創出に繋がり、政府の喫緊のテーマである、まち・

ひと・しごと創生においても重要なファクターとなるものと考えられます。

皆さま、ふるってご参加いただければと存じます。

（50音順）



国土強靭化による
民間投資促進はどうあるべきか

FAX

WEB
携帯・スマートフォンの方は
こちら

下の申込み用紙に必要事項を記入し FAX 03-5456-4332へ送信

申込締切：10/20（月） ※ 申込み多数により定員を超えてご参加いただけない場合のみ、事務局よりご連絡いたします。
※ 当日は、受付にてお名刺をご提出頂くか、お名前をお伝え下さい。
※ 個人情報は適切に管理し、シンポジウムの管理・運営と次回のシンポジウムのご案内にのみ使用いたします。

≪事 前 登 録 方 法≫

ご参加には事前登録が必要です（無料）

フリガナ

郵便番号（ ー ）

株式会社、一般社団法人なども正確に記入してください。

※ 一般の方も無料でご参加いただけますが、定員300名に達した場合は、会員の方が優先となりますので、予めご了承ください。
※ 入会に関してはこちらから  http://www.resilience-jp.org/register/

@

○1 お名前

○7 会員種別

備考欄

○2 会社・団体名

○3 会社・団体住所

○4 所属部署・役職

○5 メールアドレス

○6 同伴者名

FAX申込用紙 03-5456-4332送信先

国土強靭化シンポジウム2014

事務所チェック欄

http://www.resilience-jp.org/
へアクセスし、HPのトップのリンクから
「シンポジウム参加申込みフォーム」に入力し送信

□正会員（法人・団体） □一般会員（法人・団体） □一般会員（個人）
□自治体会員 □幹事団体 □メルマガ会員
□上記以外（会員ではない一般）

一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会
一つ選択してください


